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はじめに

2011年10月15日に熊本県阿蘇郡において

巡検会が行われた．

熊本大学を出発し，バスで阿蘇郡南阿蘇村に向

かった．阿蘇カルデラ1判西部の冠ケ岳から俵山付

近において，山道沿いを歩き2地点で輝石およ

び角閃石の採集を行った（図1)．この地域は下

位に厚い輝石安山岩の火山砕屑岩が，その上位に

角閃石安山岩と輝石安山岩の溶岩が分布してし

る．また，阿蘇火砕流'噴火以前の先阿蘇火山岩類

を貫いて岩脈群が存在するが，これらの岩脈がど

の溶岩を供給したのかははっきりしていない．こ

れらの年代はおおよそ50万年前から80万年前

に集中しているとされている（図2)．

巡検地点解説

Stop1－冠ヶ岳から北に約1kmの地点で輝石
を採集した（図3)．この地点は主に輝石安山岩

から形成されている（図4)．

輝石の結晶は八角形の短柱状で，色は主に黒色

から褐色である．輝石は含まれる成分によって

様々な種類に分類される（図5)．

Slop2－俵Illから南I櫛東に約700mの地ﾉ,'iで

1*12阿蘇カルデラ南西地域の岩脈顛のK-Ar年代1:沖職
屑,2:崖錘,3:阿蘇火砕流唯職物,4:岩脈頬(P:輝石安Ili岩,壷
/11閃石安山滑),5:角閃荷安ill岩溶瑞.6:師石安山岩溶場,y
wo安山鍔火砕淵.8:カルデラの縁.(波辺ほか，1989>

角閃石の採集を行った（図6)．この地点は俵謹

のふもと付近で，主に角閃石安山岩から形成さ拳

ているmi).

角閃石の結晶は六角形の短柱状で，面の数が不

均一である．色は主に褐色などが多い．角閃石愚

その成分によって3睡類に分けることができる

(図8)．

おわりに

今回の巡検では，輝石と角閃石の観察及び採集

を行った．2箇所の観察地点において，採集した

hi1観察地点位i剛輿1(H上地珊塊発行1:25000地形¥-4「大欠野原」と「揃森」の一部を使川
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図6Stop2で採集した角閃石図3Stop1で採集した輝石
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Slop2で採集した角閃石安山岩
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図4Stop1で採集した獅石安山岩 図7
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E18カルシウム角閃石におけるおもな侭換関係とホルンゾ
レンドの組成範囲(Ilallimond,1943による).

妙子駕乳ｲヘ

し，巡検会報告とするMgSiO,1020355065SO90FeSiOi

図5Di(cliopside.透輝石）一Hd（hGdenbergite，ヘデ
ン輝石）－Fs（clmoferrosilite，単斜フェロシライト）－

En(clinoenstatite,単斜エンスタタイト）系の単斜輝石の
分類と命名．組成はモル％で示す(PoldervaartandMess,
1951による).

鉱物についての理解を深めることができた．実際

に自らの手でサンプルを採集することで，鉱物を

観る能力を養うことができたと思う．

最後に巡検会の際に丁寧な解説をしていただし

た渡辺一徳先生や，巡検会の企画運営をしていた

だいた村本雄一郎先生に深く感謝の意をここに表
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